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なかよし「加古川マダン」 

開催実行委員会 
 

団体概要：定住する在日韓国朝鮮人をはじめ、アジア、中南

米出身の在日外国人の実情や保持している文化を東播磨地域

の市民に紹介することで、多文化共生社会の実現を目指す 

事業名：第 21 回なかよし「加古川マダン」の開催 

助成額：120,000 円 

事業の実施内容 
・実施日時：2023 年 12 月 9 日（土）11 時 00 分～16 時 00 分 

・実施場所：加古川市加古川町備後 332－1  

    加古川市人権文化センター 

・目的：東播磨地域に暮らす在日の人々と日本人とが 

   マダン（広場）に集い、互いの出会いを通じ 

    て、多文化共生を目指す。  

・主催団体：なかよし｢加古川マダン｣開催実行委員会 

・後援団体：播磨町国際交流協会、加古川市、高砂市  

      加古川市教育委員会、高砂市教育委員会 

      播磨町教育委員会、稲美町教育委員会 

      加古川市国際交流協会、高砂市国際交流協会 

      稲美町国際交流協会、  

      東播磨地区人権教育研究協議会 

 今年度は、5 月にコロナの 5 類引き下げを受けて、4 年

ぶりに午前 11 時からの開催にし、民族屋台を復活させま

した。当日は約 100 名の来場者があり、出演者と合わせる

と約 130 名が集まり、楽しい時間を過ごしました。また、

オンラインでの視聴、参加は 90 件（約 140 人推定）ほど

になりました。 

 また、今年度は南米の出演者、屋台が多く、特にブラ

ジル人出演者は久しぶりで、サンバやボサノバ、アシェ

などで楽しませてくれました。ESTEESMIPERÚJapón–

Osaka によるペルー民族舞踊、加古川市立氷丘中学校国

際交流部による韓国民族打楽器演奏、西播朝鮮初中級学

校の朝鮮舞踊部によるソゴチュムなど、加古川マダンの

一番の特徴である、子どもたちが中心になって盛り上げ

るマダンになりました。 

事業の成果 
・ブラジル人が何名か主催者側に立ってくれたので、兵 
 庫県内外の日系南米人が多く集ってきた。 
・毎年行っている手話通訳だけではなく、ところどころ 
 にスペイン語、ポルトガル語の通訳を入れて、日系南 
 米人の人にもわかりやすい会にすることができた。 
・ペルー民族舞踊や、ブラジルのアシェダンスの時に会 
 場の参加者も一緒にステージに立ちはじめ、最後の韓 
 国のティプリまで一緒に踊って楽しめた。その中には 
 日本人も多くいて、十分な交流の時間になった。 
・子どもたち同士の交流もでき、連絡先を交換する姿も 
 見られた。 

・特に教育関係者には、外国にルーツを持つ子どもたち 
 の言葉の問題をとらえなおす良い機会となった。日本 
 語が話せていても、それだけでは日本人と同じ学習を 
 進めることができないことが理解できたと思う。 

今後の課題 
・もっと多くの外国ルーツの人に、積極的にかかわって 
 もらえる手立てを探す。 
・事前にどんな内容のプログラムなのか、外国ルーツの 
 どんな店を出すのか、早めにホームページなどに掲載 
 などして、たくさんの人に関心を持ってもらう努力を 
 する。 
・高い金額を出してきてもらった団体には、何回かに分 
 けて出演してもらい、時間単価を抑える。 
・後継者を育てる。 
・一昨年度まで出ていた、合理的配慮による補助金制度 
 がなくなってしまい、手話通訳費用が大きな負担にな 
 ったので、対策を考える。 

この事業を通じて良かったことのエピソード 
 内容で最も心に残ったのは、4 人の『にこにこ日本語教

室』高校 2 年生生徒へのインタビューでした。 
 日本で生まれた子どもたちでも日本語での学習は大変

だということや、日本に来てからの日本語の習得は、日

常言語は自然に覚えることができるけれども、文章に書

いてあることを理解したり、文章で表現したりするのに

は、また違った困難があるということを話してくれまし

た。将来の夢を持って頑張っている姿に感動させられま

した。  

寄付者へのメッセージ 
 私たちの事業は、皆様の寄付がなければ成り立たない

事業です。できるだけたくさんの人に関心を持ってもら

えるようこれからも努力していきます。ありがとうござ

いました。 

 
 

  


